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統合型ヘルスケアシステムの構築 全体構成

サブ課題A サブ課題Cサブ課題B
地方自治体・医療介護政策支援

ソリューションの開発
患者・医療機関支援
ソリューションの開発

医学知識発見デジタルツイン 地域医療デジタルツイン医療実践・患者支援デジタルツイン

研究開発支援・知識発見
ソリューションの開発

地方自治体の意思決定支援シ
ステム開発による、住民の医療
資源アクセスと提供体制の最適
配置・財源確保、地域共生社会
のための安全ネットワークの実現

患者の疾患状態及び施設間動
態の可視化を可能とするシステム
開発による地域医療構想の実
現

臨床情報プラットフォーム構築
による知識発見 拠点形成

臨床情報プラットフォームを活
用したPHRによる 突然死防
止・見守りサービス

臨床情報プラットフォームと連
携したPHRによる ライフレコー
ドデジタルツイン開発

A-1

A-2

A-3

B-1

B-2

B-3

B-4

がん診療についての統合的臨床データ
ベースの社会実装

電子問診票と個人健康情報（PHR）
を用いた 受診支援・電子カルテ機能補
助システムの開発

症例報告・病歴要約支援システム開発
を通じた 臨床現場支援

看護師支援・医療の質向上（データに
基づく看護師支援）:患者の生活のリア
ルタイム可視化によるインシデントリスク
判定アルゴリズムの自動アップデートシス
テム及び自動服薬管理システムの開発

医療機器・材料のトレーサビリティデータ
収集・分 析システムの構築を通じた医療
機器開発・改良支援、医療資源最適化、
病院経営最適化支援

B-5

C-1

サブ課題E 大容量リアルタイム医療データ解析基盤技術の開発

サブ課題D デジタルツインのための先進的医療情報システム基盤の開発
医療機関・ベンダー・システムの垣
根を超 えた医療データ基盤構築
による組織横断 的な医療情報
収集の実現

僻地診療支援のためのク
ラウド型標準電子カルテ
サービスの研究開発

統合型の医学概念・知識連結
データベースの構築及び医療
文書の自動分析基盤の整備

D-2D-1

大容量医療データの高速処理・高効率
管理・高次解析基盤技術の開発E-1 E-2 大規模医療文書の高精度解析基盤技

術の開発

D-3

C-2
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心臓のデジタルツイン

健康医療デジタルツイン
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CLIDAS研究
全国10-12基幹病院での共同観測網構築

健康状態

発症

要介護
死亡

重症化

1次予防（健康づくり）

2次予防（重症化予防）

3次予防
（重篤な発作予防

・再発予防）

代謝障害 臓器障害

発作（脳卒中、心臓発作、
がん、透析、呼吸不全）

CLIDAS基幹病院

大阪大学

愛媛大学

https://www.eso.org/public/images/IMG_4482-CC/
https://iopscience.iop.org/journal/2041-
8205/page/Focus_on_EHT

EHT(VLBI電波望遠鏡群）

解像度 = λ/D

開発したアルゴリズムを
全国の病院へ展開
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心臓病データプラットフォーム構築：CLIDAS研究

現在の７中核病院を拡大し、10以上の病院の異なる電子カルテから、
数百項目の時系列リアルワールドデータを取得（電子カルテテンプ
レート活用）し、予後予測AI診療と医薬品開発の基盤とする。いずれ
の病院情報もFHIRデータ基盤のモデル病院となる。

• 対象 虚血性心疾患、心不全、脳卒中

• 血液検査、処方、心電図、心エコー、冠動脈造影、予後（心臓
血管イベント、生存など）、在宅での状況を把握するPHRを開発

東北大学病院 九州大学病院 自治医大さいたま 自治医大 東大病院

国立循環器病センタ 熊本大学病院

＋５病院を予定
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異なる電子カルテから1万例の冠動脈血管治療症例のデータ
セット（数百項目/症例）

合計
N=9690

欠損
データ

急性冠症候群
N=4135

慢性冠症候群
N=5555 P-value

検査値(index -60 to +30 day, SS-MIX2)
総コレステロール, mg/dL 169±36 272, 2.8% 172±38 167±34 <0.0001
中性脂肪, mg/dL 138±89 134, 1.4% 133±93 141±85 <0.0001
HDL, mg/dL 47±13 229, 2.4% 45±13 48±13 <0.0001
LDL, mg/dL 96±31 160, 1.7% 102±32 91±29 <0.0001
eGFR, mL/min 58±24 599, 6.1% 60±25 57±24 <0.0001
HbA1c, % 6.4±1.1 904, 9.3% 6.4±1.1 6.4±1.0 0.591

BNP, pg/mL 240±550 1190, 
12.3% 286±537 206±557 <0.0001

NT-proBNP 5370±1836
5 9104, 94% 5532±17505 5119±19658 0.7907

処方 (index -60 to -1 day, SS-MIX2)
Statin 5317, 55% 0 1252, 30% 4065, 73% <0.0001
High-dose statin 1813, 19% 0 403, 10% 1410, 25% <0.0001
Ezetimibe 394, 4.1% 0 69, 1.7% 325, 5.9% <0.0001
PCSK9i 3, 0.0% 0 0, 0% 3, 0% 0.1357



冠動脈インターベンション後の死亡率
急性冠症候群と慢性冠症候群の違い

ACS 4135 2746 1841 1025 487 57

CCS 5555 3824 2711 1519 740 99

90 day

Log-rank P=0.2718

0

急性冠症候群

慢性冠症候群

Days
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2013年4月〜2019年5月のコホートの
心血管死（脳卒中含む）の原因

心血管死 0-90 日 心血管死 >90 日
急性冠症候群 慢性冠症候

群
急性冠症候

群
慢性冠症候

群
急性心筋梗塞 88 2 13 11

突然死 9 5 18 25

心不全 9 10 22 45

脳卒中 1 3 8 22

手術死 0 1 0 4

出血 0 0 3 5

他 10 1 12 15
9



第3期SIPビジョン 医療デジタルツインの開発

・
・
・

生活の空間
生活改善個別支援
ウェアラブル端末

医学研究領域
疾患レジストリー
創薬
医療機器開発
ゲノム医療
個別化医療
医療AI
PHR
・
・

医療システム空間
医療施策支援

日々レセプト分析

HL7 FHIR

FHIR（医療情報交換のための新しい国際標準規格）を用いた
日本の電子カルテの共通基盤構築
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現場の医療健康
データ分析/開発

公的医療データ分析/開発

プロジェクトの内容

基盤システム開発

デジタルツインシステム基盤開発 D1
へき地クラウド型電子カルテ D3
大容量リアルタイム医療データ解析基盤技術開発 E1

医療文書処理
技術開発 医学用語辞書・知識連結データベース構築 D２

日本語医療文書作成 B3
病歴サマリー作成ツール E4

少

多

抗生物質処方回数
（/1,000人年)

D1+E１

医療の可視化・有効性分析 A1, B1, B4
受診支援 B2
見守りサービス A2
健康ライフログ/健康指導サービス A3
医療者支援 B1, B2, B3, B4
経営支援 B5, D1

地域のレセプト・介護データ分析 D1+E１
地域での個人の時系列医療データ分析 D2
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• 健診検査（スマート健診）
• 疾患リスク把握→行動変容指導・予防行動
• 早期発見→早期治療
• 医療機関紹介
• セカンドオピニオン
• 遺伝子情報→薬剤応答把握
• 服薬指導（オンライン）
• 在宅医療

発症

要介護

重症化

1次予防（健康づくり）

2次予防（重症化予防）

3次予防
（重篤な発作予
防・再発予防）

個人の健康状態の変化

代謝障害 臓器障害

発作（脳卒中、心臓発作、
がん、透析、呼吸不全）

デジタルツイン
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A3 臨床情報プラットフォームと連携したPHRによる ライフレコード
デジタルツイン開発

PHRによる健康指導サービス事業
大手企業の社員健康管理
寄付講座による人材育成



経時的に蓄
積されるPHR
データの強み
を生かしたAI
による
リスク分析

動的予測モ
デルとアラー
ト

民間サービス事業の
確立

静的データ（PHRアプリ経由で収集）
学校心臓健診での心電図、医師の診断（運動制限）
家族歴、運動歴
症状（失神、動悸、血圧低下等）、ストレスレベル
PRO（Patient reported outcome）、環境データ

医療機関のデータベース

動的データ（ウェアラブルデバイス等で自動収集）
家庭ECG、脈拍、体重、血圧、活動量、体温、
酸素飽和度, 睡眠など

PHR・EHR連携サービス（PHR
事業者）
・スマホアプリ
・AIコンテンツ
見守りサービス（警備会社など）
・デバイスによるアラート
・受診勧奨、健康・医療相談
・ホームAEDなどセット化
・PHRデータの提供

各種検査結果
心エコー：心機能、心肥大所見等
診断
転帰

PHRデータベース

データセット
EHR_B

詳細データ、
確定データな
ど医療機関
データの強み
を生かした研
究、従来型予
測モデル

医療機関データの利活用モ
デルの社会実装

臨床研究の推進
ベンチマーク、PDCAサイクル
EHRデータ提供
ハイリスク者との連携
⇒医療の質向上

EHR_A

循環器疾患突然死・重症

化・予防・見守りサービス
の社会実装

A2 臨床情報プラットフォームを活用したPHRによる突然死防止・見守り
サービス

新規見守りサービス事業（警備会社等） 13



電子問診票
テンプレート

電子カルテテンプレート

知識提供・機械による支援

ウェブ問診

約1,000疾患の
標準医療知識

構造化症例報告

1万症例規模の
症例報告の疾患因果
ダイアグラムによる
現場医療の知識

標準医療記録
テンプレート

3:個別化された知識支援による医療の質の向上1:記録支援による業務削減

整理されたカルテ情報
＋

個別化された知識支援

2:整理されたカルテ情報による効率化

外部専門医師
看護師
薬剤師

医療従事者間遠隔診療システム
PHR

院外からQRコードやコミュニ
ケーションアプリを用いて転送

問診・PHRデータのミニマムセットを
FHIR形式で統一。患者報告アウトカムとしても利用

再診案内（行動変容誘発）
患者説明資料
包括同意依頼、検査データ
処方履歴

鑑別診断、検査例、
処方例、患者説明

地域医療介護連携型オンライン診療

現場のやり取りから整理される
医療現場の知識

構造化電子
カルテ情報

B2 電子問診票と個人健康情報（PHR）を用いた 受診支援・電子
カルテ機能補助システムの開発

14医療ITサービス事業、電子カルテアプリ事業



看護師支援・医療の質向上（データに基づく看護師支援）:患者の生活のリアルタイ
ム可視化によるインシデントリスク判定アルゴリズムの自動アップデートシステム
及び自動服薬管理システムの開発

介護・看護記録、退院サマリー、処方箋、服薬・センサー等から、見守り人工知能を開発し、
インシデントリスク判定、自己服薬管理による看護師支援・医療の質向上を実現

地域包括ケア
プラットフォーム

• インシデントリスク検知
AI

– 褥瘡
– 誤薬
– 水分出納異常
– 転倒リスク
– 循環器発症、等

• 服薬管理AI/ポリファー
マシーAI

– 服薬管理
– ポリファーマシーリスク検

知

見守り人工知能

データ連携• 電子カルテ

• 処方・服薬データ

• 看護・介護記録

• 退院時サマリー

正解データ群

センサデータ群

IoTネットワーク

服薬情報
• 処方薬情報

• 服薬状況情報

AI開発

AI実装

アラート通知

ナースコール
電子カルテ
看護・介護記録
システムへの
通知

期待されるアウトカム

•看護師による観察の標準
化・効率化

•インシデントの予知・予防
•服薬アドヒアランスの向上
による治療成績向上

•ポリファーマシーの予防

• バイタル測定機器

• 患者周辺の機器・用具

• 見守りセンサ

• ナースコール

15
看護業務支援サービス事業



病院 N

製薬企業

協働

がん治療
知識構築

多施設データ統合
臨床データベース

病院 B
病院A

B1 がん診療についての統合的臨床データベースの社会実装
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高度がん専門病院

A1（循環器疾患中心）のがん事業版
がんセンターともデータ連携



研究開発目標
1. 地方自治体の意思決定に資する医療、介護、健康、災害ハザード情報と避難計画等の地域
データセットを蓄積・分析する地域データプラットフォーム (2024年度末)

2. 10以上の二次医療圏に新規技術群を活用し、地域データプラットフォームの一部事業化
（2027年度末）

3. 100以上の二次医療圏で医療資源最適配置・財源調整、及び地域共生社会のための安全ネット
ワーク実現（ SIP終了後5年）

地域の疾患別通院動向
（地域医療構想）

地域の医療機関
ネットワーク分析

感染症発生
ヒートマップ

地域ハザードマップ
と医療介護情報融合

2023-2024 2025-2026 2027～
地域データプラッ
フォーム (TRL 3-
4)

地域共生社会システムへの拡張 (TRL 5-6) 10以上の二次医
療圏へ展開
(TRL 7)

＋

C1 地方自治体の意思決定支援システム開発による、住民の医
療資源アクセスと提供体制の最適配置・財源確保、地域共生社会

のための安全ネットワークの実現

複数の自治体から全国展開へ 17



レセプトデータのエピソード化

診療所A

病院B

４月 ６月５月 ７月 ８月 ９月

病院C（DPC)

調剤薬局D

歯科E

医科レセ
（外来）

医科レセ
（入院）

DPCレセ 調剤レセ

歯科レセ

4月：診療所Aに外来受診3回，同日調剤，健診受診
5月：歯科E受診，病院B入院
6月：病院B退院，同病院にて外来フォローアップ
7月：診療所Aに外来受診３回，同日調剤
8月：病院CにDPC入院，同月死亡退院

18



手入力データ

病歴等データ

検査部門データ

レセプトデータ

標準準拠入力構造化
テンプレートシステム

デジタルツイン施設共通
ソフトウエアパッケージ

検査部門共通データ
出力機能

デジタルツイン対応
クラウドサービス

日々レセプト
医療動態解析基

盤

匿名加工
データ作成・投入

デジタルツイン

クラウド型
僻地診療所支援

電子カルテ

認定匿名加工
事業者

デジタルツイン
診療医師決定支

援
情報提供

テーマ
A2・A3（PHR)

テーマ
A・B

テーマC

地域社会・自治体など

医療機関の電子カルテ

テーマD3

4ベンダー以上の電子カルテに組込み製品化・販売
寄付講座による人材育成

匿名化データ
民間への提供

テーマD2へ自由記載文章データ

D1 医療機関・ベンダー・システムの垣根を超えた医療データ基盤
構築による組織横断 的な医療情報収集の実現
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デジタルツイン対応
クラウドサービス

デジタルツイン
テーマE

テーマD1

テーマA・B

D3 へき地診療支援のためのクラウド型標準電子カルテサービス
の研究開発

20

僻地診療支援のためのクラウド型標準電子カルテサービス
僻地医療支援型標準的

電子カルテシステム コア機能
遠隔診療
支援

(D2P)

レセプトシステム
日本医師会ORCA連携

民間臨床検査
センター連携｀

医療者間コンサル
ディスカッション

(D2D)
巡回訪問診療・在宅

診療支援
最新医学知識・
診療支援機能 PHR研究用

データ提供

へき地診療支援のためのクラウド型標準電子カルテサービス

病院診療所
情報連携

自治体の地域医療確保対策
へき地診療所と地域医療病院へ
導入

医師の高齢化と地域偏在化が進む僻地医療を、遠隔ケアと遠
隔知識支援により地理的距離を超えて広域面的に支える新し
い電子カルテサービスを実現する。



医学概念・
知識連結

データベース

一般用語・会話用語
SNS用語リソース

・医療者記載の診療経過記録
・診断書や診療紹介状文書
・診療サマリー・退院サマリー
・各種検査報告書
・症例報告等の学会報告
・インシデントレポート
・看護記録
・治療方針説明書
・患者のPHR入力文章 など

追加・連結

テーマD1
デジタルツイン対応
クラウドサービス

テーマE2
病歴サマリ自動作成

各ベンダー電子カルテ
製品に組み込み、高度な自然言語
処理が実現する

患者医療者間の対話データ
・問診音声認識データ
・医療相談音声データ
・オンライン診療時データ
・診療時対話データ
医療文書
・医薬品添付文書
・行政の医療関連説明書類

主要医療情報の
自動抽出・構造化システム

各種の自然言語（自由記載）医療データ

D2 統合型の医学概念・知識連結データベースの構築及び医療
文書の自動分析基盤の整備

21

選択統合

既存の電子医学用語・概念辞書データ
（既存リソースの例）
・日本医学会医学用語辞典
・各種厚労省標準マスター
・J-IMPACT/CLIDASのJ-CaseMap
・医学知識連結DB-Lilak
・臨床医学オントロジー
・万病辞書
・AIホスピタル辞書
・WHO-ICD11
・HumanPhenotypeOntology
・SNOMED-CT/IPSTerminology

など



先進的医療ソリューションの創出

医療言語モデル

臨床テキスト
• 電子カルテ（日報）

• 読影所見

• 週次サマリー

• 退院サマリー

• 症例報告

• ．．．

表現辞書・知識グラフ

アノテーション付き
医療文書コーパス 医療言語モデル（大規模医療テキストで事前学習）

医療文書の高精度構造化シ
ステム

E2 大規模医療文書の高精度解析基盤技術の開発

22

• 医療現場におけるテキスト情報の散逸状態を解消

• 診療録の時系列自動要約

• 症例報告の作成・構造化支援

• 構造化された医療知見の高度検索システム

• ．．．
電子カルテベンダー、IT事業者



蓄積 検証・補正 匿名化 問合せ・分析

記録 指令

異種医療ビッグデータ
レセプト、健診記録、公的補助記録

加入者記録、PHR、等

先進医療ソリューション
政策立案（医療資源最適化、等）
健康指導（健康水準向上策、等）

先端ハードウェア活用
（入出力・演算の高並列度処理等）

解析結果

適応的自己調整
（データ編成・システム構成等）プロセス全体

高速解析処理

高次解析処理
類似検索、近似処理

データ・基盤
高効率管理ログ

高次の応用要件活用
（投機的処理駆動等）

E1 大容量医療データの高速処理・高効率管理・高次解析基盤
技術の開発

23
IT事業者
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統合型ヘルスケアシステムの構築 ５つの視点でのロードマップ
可能なものから次々に社会実装しつつ、5つの視点間で相互連携しながら進めていく

SIPでの取組 SIPに関連する産官学との取
組 ステージゲート実施（KPIの設定等）X サブ課題

FHIR標準化したテンプレート、パッケージ等の開発 医療データの生成・拡張

医療情報システム基盤の開発
例：医療機関・ベンダー・システムの垣根を超えたデータ基盤構築

D

基盤技術の開発(~TRL5)

データ基盤ソフトウェア・システムの設計 技術的有効性の評価

医療データ解析基盤技術の開発
例：大容量データセットを対象とした高速情報処理技術の開発

E

Y4 Y5Y1 Y2 Y3

実装に基づく技術拡張・付随技術開発
例：医療機関・ベンダー・システムの垣根を超えたデータ
基盤構築

技術的有効性の実証 実用フィールドの拡大

D
E

技術の拡張・付随技術の開発(~TRL7)

「医療デ
ジタルツ
イン」の
構築を通
じて、市
民、医療
者、医学
者、行政、
産業界
などを発
展的に統
合し、規
格標準
化された
医療情
報によっ
て課題の
抽出、知
識の発
見、解決
策の提
示を行う

ミッション

事業

制度 Y3までの状況を踏まえて継続検討

医療情報の取得・統合と医療データ利活用の促進に向けた制度・基盤整備
厚労省、内閣府、デジタル庁、総務省、経産省、文科省と随時連携・情報共有、個人情報保護委員
会からの助言
(例) データの標準化推進(FHIR導入等による標準化とデータの利用性・拡張性の向上) 、データ
保護の最適化(個人情報の取扱いに関する環境・基準の整備)、データの利活用の促進(情報システ
ムの安全な管理・活用の促進)、個人の健康医療データの活用推進(健康医療情報の取得・連携促
進、PHRに関する環境・基準整備）社会的受

容性 Y3までの状況を踏まえて継続検討個人データ収集・利活用やデータに基づく診断・医療資源配置への国民の理解醸成

技術
開発

人材 Y3までの状況を踏まえて継続検討医療デジタルツインの構築・利活用に向けた人材確保・教育

医療データプラットフォームの中核的病院導入
例：がん診療の統合的臨床データベースの社会実装を15施設
に導入

B臨床現場向けのソリューションの提供
例：電子カルテ機能補助システムや、PHRを基点とした地域医療情報・問診データ連携基盤の
開発・社会実装

B

プラットフォームの導入 ソリューションの事業化一部ソリューションの事業化 ソリューション事業化の拡張・拡大

臨床情報データプラットフォームと連携するソリューション開発
例：既存技術のSS-MIX2を活用し、臨床情報プラットフォームの構築・研究開発支援やPHRを
用いた在宅健康情報・病院電子カルテ連携システムの開発

A FHIR準拠のソリューション開発
臨床情報プラットフォームがFHIRに準拠することに併せて追
加開発

A

仕様策定・試作品テスト 実証実験・事業化 FHIR準拠品の試作 実証実験・事業化

新規技術群を随時事業化(~BRL7) 基盤技術を活用した事業化(~BRL7)

地域データプラットフォームへの新規技術導
入C地方自治体の意思決定に資する地域データプラットフォーム確立

医療、介護、健康、災害等の地域データセットを蓄積・分析
C

システム開発・地方医療ツール群構築 拡張・事業化 新規技術群の導入 医療圏の拡大・事業化
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医療DXと医療デジタルツイン事業の連携

ユビキタスな展開（機会均等）

知識の
発見・

構造化 SIPの
取り組
み

国が主導する医療データ利活用に関する既存の取り組み

医療DX

Society 5.0の相転換

29



第3期SIP：統合型ヘルスケアシステムの構築

医療Dxはつなぐ、知るだけでなく、知識を作って、AIなどで付加
価値を加えるところまで進めるべき。

某大学病院に、海外の電子カルテが導入 30

知識発見

医療
提供

医療

デジタル
ツイン医療・IT

産業
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